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政務活動費を公開します！
【議会改革特別委員会報告】
来期の議員定数は16人に決定！

【きらきら・部活い～よ⑪】
双海中学校　吹奏楽部

【特集】新しい議会構成が決まりました！
ズバリ！新 正副議長に聞く！

【常任委員会報告】トイレカー購入費
財政的に、トイレカーの購入は１台（軽自動車）でよいのでは？
　　　 ８人が市政を問う

６月定例会
２

４

６

15

16

18

いよ 令和６年
議会だより

夏号

一般質問

美しいハーモニーを潮風に乗せて♪♪



きたはし委員長きたはし委員長

新 正副議長に聞く！ズバリ！ズバリ！新しい議会構成が決まりました！

あなたの力が必要です！！あなたの力が必要です！！
もりかわ委員長もりかわ委員長

新しく就任した
正副議長に抱負などを

聞きました！

○
抱
負
は
？

門
田
議
長

　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
を
大
切
に
し
た
い
。
菜
の

花
が
、
野
原
や
山
一
面
に
咲

く
伊
予
市
の
春
の
よ
う
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
輝
く
ま
ち

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
３
つ
の
抱
負
を
掲

げ
ま
す
。

①
若
き
世
代
、
そ
し
て
女
性

が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

②
人
口
減
少
対
策
と
し
て

３
万
人
が
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
の
発
展

③
市
民
の
声
を
聴
く
、
足
を

運
ぶ
、
そ
し
て
市
政
へ
反
映　

吉
久
副
議
長

　

議
長
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
し
、
明
る
く
開
か
れ
た
議

会
に
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
理
事
者
と
対
等
に

話
せ
る
よ
う
議
員
個
人
の
ス

キ
ル
向
上
を
目
指
し
、
勉
強

会
な
ど
を
提
案
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。　

○
議
員
を
志
し
た
動
機
は
？

門
田
議
長

　
尊
敬
す
る
先
輩
か
ら「
市
会

委員会には、議会を円滑に運営するための議会運営委員会や市の仕事を各分野に分けて審査する３つの
常任委員会があります。今回は、各委員長から残り任期（1年間）の意気込みを聞きました！

議
長

門か
ど

田た

裕ゆ
う
い
ち一

■プロフィール
現 住 所：八倉
趣　　味：写真撮影　　　
座右の銘：あきらめない限り夢は実現する

総 務 委 員 会 議 会 運 営 委 員 会
伊予市のキーワードは、防災と環境です。
災害が激甚化すれば、防災も進化しなけれ
ばなりません。少子高齢化や若者の定住促
進は待ったなしです。変化の激しい時代こ
そチャンスと捉え、力に変える施策実現を
求めます。

本委員会では、議会の開催日程や本会議の
進行の確認など議会運営全般について協議
を行います。 議会の運営を円滑かつ効率的
に進めることができるよう精一杯取り組ん
でまいります。

もりかわ委員もりかわ委員ひの委員ひの委員
たけち委員たけち委員きたはし委員きたはし委員むかい委員むかい委員

かわぐち委員かわぐち委員

きたはし委員長きたはし委員長 ひの副委員長ひの副委員長まさおか副委員長まさおか副委員長 さがわ委員長さがわ委員長 たなか（弘）委員たなか（弘）委員

ひらおか委員ひらおか委員

さがわ委員長さがわ委員長

いよ議会だより　令和６年 夏号 2



新しい議会構成が決まりました！特集

伊予市のために声を上げる伊予市のために声を上げる

新委員長 から一言！新委員長 から一言！

ひらおか委員長ひらおか委員長

議
員
に
挑
戦
し
な
い
か
」と
お

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
様
々
な
葛
藤
が
あ
り
ま

し
た
。
地
方
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
向
き
合
い
、
悩
ん
で
い

る
中
で
し
た
。
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

と
議
員
を
志
し
ま
し
た
。

吉
久
副
議
長

　

甥（
現
在
高
校
生
）
が
ま
だ

小
学
生
の
頃
、
夏
休
み
に
ク

ワ
ガ
タ
獲
り
に
連
れ
て
行
っ

た
と
き
の
こ
と
。
自
分
が
子

ど
も
の
頃
行
っ
て
い
た
地
元

の
山
で
し
た
が
、
そ
の
荒
れ

様
に
驚
き
ま
し
た
。
山
が
荒

れ
る
と
海
に
も
影
響
が
出
ま

す
。「
こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
」

と
思
い
、
地
元
の
た
め
に
決

意
し
ま
し
た
。

○
政
治
を
志
す
若
者
へ
の

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

門
田
議
長

　

Ａ
Ｉ
に
負
け
な
い
、
人
間

が
持
つ
創
造
性
、
共
感
力
、

柔
軟
な
問
題
解
決
力
を
持
つ

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

吉
久
副
議
長

　

一
人
の
声
な
ど
で
何
も
変

わ
ら
な
い
と
思
わ
ず
、
ま
ず

声
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

副
議
長

吉よ
し
ひ
さ久

俊し
ゅ
ん

介す
け

■プロフィール
現 住 所：双海町上灘
趣　　味：釣り、読書
座右の銘：できない理由ではなく、できる
　　　　　方法を探そう

産 業 建 設 委 員 会 民 生 文 教 委 員 会
本委員会では、住宅・建設・ごみ・上下水道・
農林水産・商工観光などの分野を審議します。
人口減少・少子高齢化が顕著になっている今、
空き家、後継者不足など様々な課題が山積み
です。市の限りある財源を有効活用するため
に、費用対効果の高い施策の実現を求めます。

本委員会の審議は、福祉・医療・介護・子
育て・健康増進・教育など多岐にわたって
います。市民の皆さんの声をしっかり拾い、
一つ一つ丁寧に審議していきます。そして
先進自治体での視察で学んだことを市に積
極的に提案していきたいと思います。

たけち委員たけち委員 たかた委員たかた委員 おおの委員おおの委員 たなか（弘）委員たなか（弘）委員 よしひさ委員よしひさ委員かどた委員かどた委員

かなざわ副委員長かなざわ副委員長 たなか（慎）副委員長たなか（慎）副委員長ひらおか委員長ひらおか委員長 かわぐち委員長かわぐち委員長さがわ委員さがわ委員 たにもと委員たにもと委員

かわぐち委員長かわぐち委員長
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財
政
的
に
、ト
イ
レ
カ
ー
の
購
入
は
１
台（
軽
自
動
車
）で
よ
い
の
で
は
？

多
目
的
ト
イ
レ
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
も
の
と
合
わ
せ
て
２
台
購
入
を
判
断
し
た

いよ議会だより　令和６年 夏号 4

常任委員会
審査報告

（６月19日～21日開催）

ト イレ カー
購 入 費

ト
イ
レ
カ
ー
購
入
費  

問
ト
イ
レ
カ
ー
の
購
入
台

数
は
２
台
が
本
当
に
適

当
な
の
か
。

　
ま
た
、
購
入
に
係
る
費
用
に

つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
タ
イ
プ

が
約
１
１
８
６
万
円
、
普
通
自

動
車
タ
イ
プ
が
約
１
９
０
１
万

円
の
合
計
３
０
８
７
万
円
と
の

こ
と
で
、
財
源
内
訳
は
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
と
一
般
財
源

と
な
っ
て
い
る
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
で
の
資
金
確
保
に
も
並
行

し
て
取
り
組
む
理
由
は
。

答
危
機
管
理
課

　

災
害
発
生
時
に
は
健
常
者
だ

け
が
避
難
す
る
の
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
多
目
的
ト
イ
レ
と
し

て
の
機
能
を
有
し
た
も
の
と
合

わ
せ
て
２
台
購
入
を
判
断
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
財
源

確
保
に
努
め
る
こ
と
で
、
返
済

の
必
要
が
あ
る
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
の
額
を
削
減
で
き
れ

ば
、
市
の
財
政
負
担
を
少
し
で

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

道
路
反
射
鏡
更
新
工
事

問
倒
壊
や
鏡
面
部
分
の
落

下
の
可
能
性
の
あ
る

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
17
基
に
つ
い

て
、
地
区
別
の
内
訳
は
。

答
危
機
管
理
課

　
南
山
崎
校
区
２
基
、
北
山
崎

校
区
２
基
、
郡
中
校
区
８
基
、

伊
予
校
区
１
基
、
佐
礼
谷
校
区

１
基
、
由
並
校
区
３
基
の
計
17

基
で
あ
る
。

総
務
委
員
会

概算費用（軽自動車）
車 体 価 格 1,179万1,930円
重 量 税 8,200円
自 賠 責 保 険 1万2,670円
任 意 保 険 4万8,000円
予 算 計 上 額 1,186万800円

概算費用（普通自動車）
車 体 価 格 1,893万7,830円
重 量 税 1万2,300円
自 賠 責 保 険 1万2,670円
任 意 保 険 5万円
予 算 計 上 額 1,901万2,800円

カーブミラー用支柱の劣化状況
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拠
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
環

境
構
築
を
始
め
る
た
め
、
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
接
続
回
線

使
用
料
と
し
て
１
１
８
万
円

を
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

い
つ
ま
で
に
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
は
完
成
す
る
の
か
、
そ
の

効
果
は
。

（
※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
）

政
府
共
通
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
環
境
の
こ
と

答
企
画
政
策
課

　
20
業
務
の
う
ち
18
業
務
は
令

和
７
年
９
月
29
日
、
残
り
２
業

務
は
令
和
８
年
２
月
に
そ
れ
ぞ

れ
移
行
予
定
で
あ
り
、
効
果
と

し
て
は
、
国
の
法
改
正
が
あ
っ

た
際
に
、
迅
速
な
シ
ス
テ
ム
改

修
に
よ
る
対
応
が
で
き
る
こ

と
、
将
来
的
に
は
費
用
対
効
果

も
見
込
め
る
。

教
職
員
用
指
導
書
等
の

下
巻
購
入
費

ノ
ベ
ル
テ
ィ（
※
）購
入
費

問
首
都
圏
で
開
催
す
る
い

よ
し
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ

の
加
入
促
進
を
図
る
ノ
ベ
ル

テ
ィ
の
購
入
費
用
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ノ
ベ

ル
テ
ィ
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。

（
※
ノ
ベ
ル
テ
ィ
）

宣
伝
の
た
め
、
無
料
で
配
布
す

る
品
物
の
こ
と

答
地
域
創
生
課

　
伊
予
市
内
の
就
労
支
援
施
設

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
形
で
、
施
設
利
用
者
の
描
い

た
市
の
花
で
あ
る
菜
の
花
の
絵

を
同
施
設
で
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に

印
刷
・
加
工
し
た
物
を
単
価

５
０
０
円
で
２
０
０
０
枚
購
入

す
る
予
定
で
あ
る
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド（
※
）

接
続
回
線
使
用
料

問
国
の
仕
様
書
に
基
づ

き
、
地
方
公
共
団
体
住

民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
標
準
準

問
令
和
６
年
度
小
学
校
の

教
科
書
改
訂
に
伴
い
、

当
初
予
算
に
お
い
て
、
教
職
員

用
の
指
導
書
・
教
科
書
の
下
巻

用
の
購
入
費
用
と
し
て
計
上

し
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
今
回

か
ら
セ
ッ
ト
販
売
さ
れ
た
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
セ
ッ
ト
に
、

一
部
、
紙
の
指
導
書
が
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
等
に
よ

る
追
加
補
正
で
あ
る
が
、
今
後

も
同
様
の
事
象
が
起
こ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
学
校
教
育
課

　
教
職
員
用
の
指
導
書
・
教
科

書
の
販
売
方
法
が
、
科
目
・
出

版
社
ご
と
に
違
っ
て
お
り
、
中

学
校
の
教
科
用
図
書
の
場
合
に

お
い
て
も
同
様
の
販
売
方
法
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
計
上
漏
れ

が
な
い
よ
う
、
準
備
を
し
て
い

き
た
い
。

学
校
臨
時
休
業
時
給
食

事
業
費
補
助
金

問
算
出
根
拠
は
。

民
生
文
教
委
員
会

答
学
校
教
育
課

　

小
・
中
学
校
全
校
で
１
回
実

施
し
た
と
し
て
、
小
学
校
２
５
０

円
、
中
学
校
２
８
５
円
の
給
食

費
に
児
童
生
徒
数
等
の
合
計
食

数
を
掛
け
て
試
算
し
た
結
果
、

80
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

未
来
型
果
樹
産
地
強
化

支
援
事
業
費
補
助
金

問
今
回
６
０
０
０
万
円
近

い
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
事
業
は
、
ど
の

よ
う
な
地
域
か
ら
申
請
が
あ
り

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
農
業
振
興
課

　
本
事
業
は
令
和
５
年
度
か
ら

２
つ
の
事
業
に
分
か
れ
て
お

り
、
従
来
の
事
業
で
あ
る「
せ

と
か
」、「
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
」

等
の
生
産
支
援
に
対
す
る
補
助

に
つ
い
て
は
、
南
伊
予
２
、
下

灘
４
、
上
灘
１
、
中
山
14
、
南

山
崎
２
の
23
経
営
体
、「
紅
プ

リ
ン
セ
ス
」
の
生
産
拡
大
支
援

に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、

南
伊
予
６
、
下
灘
３
、
上
灘
１

の
10
経
営
体
で
あ
る
。

な
か
や
ま
ク
ラ
フ
ト
の
里

食
の
体
験
施
設
改
修
工
事

問
施
設
を
改
修
し
、
今
後

ど
う
い
っ
た
集
客
を
見

込
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
経
営
を

し
て
い
く
の
か
。

答
商
工
観
光
課

　
そ
ば
打
ち
体
験
施
設
の
客
層

を
広
げ
、
施
設
の
中
で
滞
留
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。　

　
そ
し
て
改
修
後
は
、
指
定
管

理
者
に
お
い
て
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
客
数
増
加
に
努
め
た
い
。なかやまクラフトの里

食の体験施設

産
業
建
設
委
員
会



８８人人が市政を問うが市政を問う
　６月議会では、８人の議員が25問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項目
は下表をご覧ください。７ページから質問した議員ごとに１～２問の質問を要約してお伝えしま
す。なお、全文記録（議事録）は９月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議録
検索システムにて掲載しますのでご覧ください。

正岡　　満　議員（Ｐ７）	 1　伊豫岡八幡の森を、市民の憩いの場に
	 2　土砂災害警戒区域での避難行動について
	 3　空き家対策について
	 4　道路反射鏡管理台帳作成について

森川　建司　議員（Ｐ８）	 1　伊予市の未来を担う生徒に最もふさわしい教科書採択について（№7）
	 2　南伊予コミュニティセンター（仮称）の設置を
	 3　定住促進の取り組みについて

田中慎之介　議員（Ｐ９）	 1　ペットの同行避難・同伴避難の実現に向けて
	 2　GIGAスクール構想の着実な推進に向けて

金澤　　功　議員（Ｐ10）	 1　介護保険料について
	 2　マイナンバーカードの普及および利用について

川口　和代　議員（Ｐ11）	 1　稼げる伊予市に
	 2　がん患者支援について
	 3　公共トイレをもう一歩
	 4　市制20周年について
	 5　庁内のハラスメント対策
	 6　能登半島地震からの学び

向井　哲哉　議員（Ｐ12）	 1　防災備蓄品について
	 2　人材不足等への対応について 
	 3　地域活性化対策について

大野　鎮司　議員（Ｐ13）	 1　３万人が住み続けられる伊予市へ（特色ある教育環境編）
	 2　伊予市民の健康を守る 
	 3　子育て支援について

平岡　清樹　議員（Ｐ14）	 1　公用車の現状と適正利用への提案
	 2　動物愛護のさらなる推進について

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

伊予市議会

かどた議長

９月議会の日程は
８月初旬頃にホーム

ページで掲載予定です。
広報いよし９月号でも

お知らせします。

『色付きの質問』
は、次ページ以降に
掲載しています！
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問
伊
豫
岡
八
幡
の
森

は
、
愛
媛
県
指
定
の

史
跡
と
な
っ
て
い
る
伊
豫
岡

古
墳
群
を
守
る
よ
う
に
茂
っ

て
い
る
照
葉
の
森
で
あ
る
。

狭
い
面
積
で
は
あ
る
が
、
植

物
の
種
類
が
１
０
０
種
以
上

も
あ
り
、
豊
か
な
植
物
相
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
、
道
後

平
野
随
一
の
自
然
林
で
あ

る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
伊

豫
岡
古
墳
群
と
照
葉
の
森
、

そ
し
て
伊
豫
岡
八
幡
池
は
、

松
山
広
域
都
市
計
画
地
区
の

自
治
体
の
中
で
、
都
市
に
お

け
る
自
然
美
の
維
持
保
全
を

目
的
に
、
上
吾
川
風
致
地
区

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
伊
豫
岡
八
幡
池
堤

体
改
修
の
準
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
近
い
将
来
、
伊
豫

岡
八
幡
池
が
安
全
で
美
し
く

生
ま
れ
変
わ
る
わ
け
で
あ

る
。
こ
れ
を
機
に
、
地
元
と

し
て
は
伊
豫
岡
八
幡
の
森
を

も
っ
と
よ
く
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
２
点
問
う
。

①
新
し
く
で
き
る
伊
豫
岡
八

幡
池
の
西
側
部
分
の
堤
体
は

農
道
で
あ
る
が
、
そ
の
先
を

延
ば
し
て
森
へ
と
入
り
、
伊

豫
岡
八
幡
神
社
の
境
内
ま
で

の
幅
２
メ
ー
ト
ル
の
進
入
路

を
施
工
し
て
は
。

②
進
入
路
施
工
に
よ
っ
て
自

然
林
の
散
策
ル
ー
ト
の
整
備

を
進
め
、
１
０
０
種
以
上
あ

る
樹
木
を
、
市
民
の
方
々
に

身
近
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う

樹
木
に
名
札
を
つ
け
て
は
。

答
①
八
幡
池
の
堤
体
か

ら
神
社
の
境
内
ま
で

の
進
入
路
の
施
工
に
関
し

て
、「
風
致
地
区
内
に
お
け

る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
建
築
物
・

工
作
物
の
新
築
・
改
築
や
木

竹
の
伐
採
等
の
行
為
に
一
定

の
制
限
が
か
か
る
。

　

ま
た
、
伊
豫
岡
八
幡
神
社

内
の
社
殿
周
辺
に
は
大
小
10

基
も
の
前
方
後
円
墳
や
円
墳

が
ま
と
ま
っ
て
分
布
す
る
と

い
う
県
内
で
も
希
な
事
例
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
23
年

10
月
に
愛
媛
県
の
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
周
辺
部
は
埋
蔵

文
化
財
の
包
蔵
地
で
も
あ
る

た
め
、
関
係
機
関
と
の
協
議・

調
整
や
埋
蔵
文
化
財
調
査
の

実
施
費
用
の
捻
出
な
ど
必
要

な
手
続
き
や
解
決
す
べ
き
課

題
を
考
慮
す
る
と
、
現
時
点

で
は
困
難
で
あ
る
。

②
樹
木
を
紹
介
す
る
名
札
の

設
置
に
限
る
と
、
神
社
の
管

理
者
や
地
域
住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
、
包
蔵
地
へ
の
立
ち

入
り
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

費
用
負
担
は
別
と
し
て
、
実

現
に
至
る
可
能
性
は
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問
本
市
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
よ
り
市
全
域

に
あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
管

理
台
帳
作
成
の
準
備
を
進
め

て
お
り
、
老
朽
化
し
た
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
対
策
等
に
つ
い

て
は
う
ま
く
対
応
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ

で
２
点
問
う
。

①
現
在
の
状
況
は
。

②
今
後
の
流
れ
は
。

①
昨
年
度
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
場
所
の
調
査
を
行
い

２
９
７
６
本
を
確
認
し
て
い

る
。
今
年
度
は
、
状
況
に
応

じ
て
担
当
職
員
も
帯
同
す

る
な
ど
、
個
々
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
現
地
調
査
に
入
っ
て

い
る
。
調
査
内
容
は
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
状
態
確
認
や
写

真
撮
影
、
管
理
番
号
の
ラ
ベ

ル
貼
り
付
け
な
ど
で
あ
る
。

②
今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
お
よ
び
台
帳
作

成
の
作
業
に
２
年
か
ら
３

年
を
要
す
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
作
成
完
了
の
次
年
度

に
専
門
業
者
に
よ
る
健
全
度

調
査
を
実
施
し
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
適
切
な
維
持
管
理
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

答
①
個
々
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

現
地
調
査
に
入
っ
て
い
る
。

正
岡　
　
満　
議
員

伊豫岡八幡の森を憩いの場に

境内までの進入路を施工しては？
（答弁）現時点では困難である 録画映像

はコチラ

道
路
反
射
鏡
管
理
台
帳
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問
本
年
は
、
令
和
７
年

度
か
ら
中
学
校
で
使

わ
れ
る
教
科
書
が
採
択
さ
れ

る
年
で
あ
る
。
国
は
、
昨
年

の
６
月
16
日
、
ほ
と
ん
ど
審

議
も
し
な
い
ま
ま「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
理
解
増
進
法
」
な
る
悪
法

を
成
立
さ
せ
た
。
廃
案
を
望

む
声
も
多
く
あ
る
が
、
何
よ

り
優
先
す
べ
き
は
、
将
来
の

あ
る
生
徒
に
対
し
こ
の
法
に

規
定
さ
れ
た
教
育
の
影
響
を

最
小
限
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　
中
学
生
は
生
殖
機
能
が
発

達
す
る
思
春
期
で
、
異
性
へ

の
関
心
が
高
ま
る
時
期
で
あ

る
。
男
女
の
身
体
的
な
特
徴

を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
前
に「
性
の

多
様
性
」
を
教
え
て
も
生
徒

は
戸
惑
う
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
性
自
認
な
ど

性
無
秩
序
の
多
様
性
に
は
私

自
身
疑
問
を
抱
い
て
お
り
、

多
く
の
日
本
人
も
そ
う
考
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
市
の

対
応
を
２
点
問
う
。　

①
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
し
て
は
、

学
習
指
導
要
領
の
範
囲
内
の

記
述
に
留
め
お
く
教
科
書
採

択
を
。

②
学
校
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

理
解
増
進
に
当
た
っ
て
は
、

家
庭
お
よ
び
地
域
住
民
の
十

分
な
理
解
の
上
で
行
う
こ
と
。

答
①
②
現
在
、
本
市
で

使
用
し
て
い
る
中
学

校
保
健
体
育
科
の
教
科
書
に

も
、
参
考
資
料
と
し
て
コ
ラ

ム
の
中
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す

る
用
語
の
説
明
等
の
記
載
が

あ
る
。　
　
　

　

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で

は
性
の
多
様
性
に
触
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
今
回
、
文
部

科
学
省
の
検
定
を
通
過
し
た

教
科
書
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど

性
の
多
様
性
の
記
述
が
増
え

た
の
は
、
時
代
の
流
れ
や
学

校
現
場
の
変
化
に
対
応
し
た

結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

教
科
書
の
採
択
に
あ
っ
て

は
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、

生
徒
の
学
習
活
動
の
充
実
が

図
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
記
述
も
含

め
、
適
切
な
内
容
の
教
科
書

採
択
に
努
め
た
い
。

問
定
住
促
進
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
人
口

な
ど
本
市
と
よ
く
似
て
い
る

石
川
県
か
ほ
く
市
を
視
察
し

た
。
か
ほ
く
市
は
市
長
の
英

断
に
よ
り
若
者
の
定
住
推
進

施
策
を
推
進
し
、
直
近
９
年

連
続
人
口
増
を
達
成
し
て
い

る
。

　

一
方
で
、
伊
予
市
長
の

「
３
万
人
が
住
み
続
け
ら
れ

る
」
と
の
発
言
は
耳
に
タ
コ

が
で
き
る
ほ
ど
聞
く
が
、
特

に
目
に
見
え
る
成
果
の
な
い

ま
ま
の
11
年
だ
っ
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
実
効
性
の
あ
る
施
策

を
」
と
の
観
点
か
ら
４
点
問

う
。

①
転
出
抑
制
に
は
地
元
へ
の

誇
り
が
大
事
で
あ
る
が
、
市

の
取
り
組
み
は
。

②
市
長
就
任
か
ら
の
市
全
体

の
人
口
動
態
の
推
移
は
。

③
出
生
数
減
の
兆
候
は
。

④
入
学
者
数
の
推
移
は
。

①「
ふ
る
さ
と
教
育
」の
推
進

や
地
域
行
事
へ
の
参
加
促
進

な
ど
に
努
め
て
い
る
。

②
人
口
は
３
３
２
６
人
減
少

し
、
そ
の
う
ち
自
然
減
が

３
０
６
４
人
、
社
会
減
が

２
６
２
人
で
あ
る
。

③
出
生
数
は
令
和
元
年
度
に

２
０
０
人
を
下
回
り
、
そ
の

後
も
減
少
傾
向
が
続
き
、
令

和
５
年
度
は
１
６
８
人
で
あ

る
。

④
小
学
校
の
入
学
者
数
は
平

成
25
年
の
３
２
３
人
に
対

し
、
令
和
６
年
は
２
８
５
人

と
38
人
減
少
し
て
い
る
。

森
川　
建
司　
議
員

「LGBT理解増進法」の影響を
最小限にする教科書選定を！

（答弁）LGBT（※）の記述も含め、
         適切な内容の教科書採択に努めたい

定
住
促
進
の
取
り
組
み

録画映像
はコチラ

答
①「
ふ
る
さ
と
教
育
」の
推

進
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

もりかわ議員の「もう一言！」

自虐史観にまみれた東京書
籍の歴史教科書を数十年採
択し続けている本市の生徒
は、自己肯定感を高めるこ
とや郷土（国）愛を学ぶ機会
を奪われているともいえる。
戦後79年、劇的に変化した
日本を取り巻く安全保障環
境の中で、東京書籍一択は
ありえない。まして、LGBT
推進の教科書が採択される
ようなら終わりである。

（※LGBT）性的少数者の総称の一つ
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問
国
は
災
害
時
の
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
を
推
奨

し
て
い
る
が
、
私
も
含
め
て

知
ら
な
い
人
が
多
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
ペ
ッ
ト
の
避
難

場
所
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
各
避
難
所
で
立
ち
上

が
る
避
難
所
運
営
組
織
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
が
、
市
と
し

て
の
基
本
姿
勢
は
彼
ら
の
判

断
の
大
き
な
根
拠
に
な
る
。

　
市
が
同
行
避
難
を〝
推
奨
〟

し
て
い
る
と
い
う
姿
勢
を
持

つ
こ
と
で
、
避
難
所
運
営

に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
扱
い
、

ペ
ッ
ト
と
同
行
避
難
す
る
避

難
者
の
立
場
の
保
全
に
も

プ
ラ
ス
に
働
く
と
考
え
る
た

め
、
本
市
も
推
奨
す
べ
き
で

は
。答

マ
ス
コ
ミ
等
で
も
同

行
避
難
に
関
す
る
記

事
を
見
聞
き
す
る
が
、
保
険

会
社
が
ペ
ッ
ト
飼
育
者
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
が
原
則
で

あ
る
こ
と
を
８
割
近
く
が
認

識
し
て
い
な
い
と
報
告
し
て

い
る
記
事
も
あ
っ
た
。
自
主

防
災
会
の
会
合
や
避
難
所
開

設
訓
練
な
ど
を
通
し
て
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
紹
介
し

な
が
ら
、
同
行
避
難
を
推
奨

し
て
い
き
た
い
。

問
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難

が
推
進
さ
れ
る
た
め

に
は
、
飼
い
主
た
ち
の
意
識

改
革
も
セ
ッ
ト
で
あ
る
べ
き

と
考
え
る
。　
　

　
平
成
30
年
度
の
防
災
訓
練

事
業
に
お
け
る
事
務
事
業
評

価
シ
ー
ト
で
は
、
課
題
点
と

し
て
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
避

難
訓
練
に
参
加
し
た
人
が
お

ら
ず
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
避

難
者
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
参
加
者
に
促
す
に
は
不
十

分
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
今
一
度
、
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
い
る
方
の
同
行
避
難

訓
練
へ
の
参
加
を
促
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
２
点
問
う
。

①
現
状
の
取
り
組
み
は
。

②
今
後
の
施
策
は
。

①
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
伊
予

市
総
合
防
災
訓
練
に
専
門
家

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
盛
り
込

ん
だ
。

②
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
啓

発
を
図
り
、
自
主
防
災
会
の

訓
練
で
の
取
り
組
み
も
働
き

か
け
た
い
。

問
最
近
で
は
、
ペ
ッ
ト

を
室
内
で
飼
っ
て
い

る
方
も
多
い
。そ
う
し
た
方
々

は
、『
ペ
ッ
ト
は
ケ
ー
ジ
に
入

れ
て
、
人
が
い
る
と
こ
ろ
か

ら
離
れ
た
屋
外
の
ス
ペ
ー
ス

に
置
か
れ
る
』と
い
う
現
状
に

お
い
て
、
多
く
は
車
中
泊
を

選
択
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
石
川
県
珠す

ず洲
市
の
公
民
館

で
は
、
車
中
泊
を
続
け
る
人

の
体
調
悪
化
が
懸
念
さ
れ
た

た
め
、
ペ
ッ
ト
が
同
伴
で
き

る
避
難
所
を
開
設
し
た
よ
う

だ
。
鳴
き
声
な
ど
で
周
り
に

気
を
使
う
生
活
が
続
い
て
い

た
飼
い
主
も
、
と
て
も
気
持

ち
が
楽
に
な
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。　
　

　
本
市
も
同
伴
避
難
の
実
現

へ
向
け
て
歩
み
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
そ
の
実
現

の
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
。

　

避
難
所
で
は
動
物
が
苦
手

な
人
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、
鳴
き

声
、
衛
生
面
に
お
け
る
対
策

な
ど
実
現
に
向
け
て
の
ハ
ー

ド
ル
は
多
々
考
え
ら
れ
る
。

避
難
所
は
、
人
の
救
護
が
ま

ず
優
先
で
は
あ
る
が
、
ペ
ッ

ト
も
家
族
の
一
員
で
あ
る
と

の
認
識
は
十
分
考
慮
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
同
伴
避
難
の

実
現
に
向
け
、
調
査
研
究
に

努
め
た
い
。

田
中　
慎
之
介
議
員

（答弁）国のガイドライン等を紹介しながら、
　　　推奨していきたい

録画映像
はコチラ

答
鳴
き
声
、
衛
生
面
の
対
策
な

ど
調
査
研
究
に
努
め
た
い
。

答
①
昨
年
度
の
伊
予
市
総
合
防
災
訓

練
に
セ
ミ
ナ
ー
を
盛
り
込
ん
だ
。

ペットの同行避難・同伴避難の実現に向けて

本市も推奨すべきでは？

私の実家も、愛犬「ブー」と
愛猫「メイメイ」を飼ってい
ました。ブーもメイメイも
私の大切な「家族」であり、
決して「貨物」ではありませ
ん。いざという時でも、愛
犬家や愛猫家の「家族」が守
られる伊予市となれるよう
に、私も調査研究に努めた
いと思います。

たなか議員の「もう一言！」

いよ議会だより　令和６年 夏号9
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問
他
市
の
介
護
保
険
の

担
当
者
か
ら
、
介
護

保
険
事
業
運
営
基
金
は
積
み

立
て
て
お
く
の
で
は
な
く
、

積
み
立
て
分
は
保
険
料
を
少

し
で
も
下
げ
る
た
め
に
取
り

崩
す
も
の
で
、
積
み
立
て
な

い
と
の
考
え
方
も
あ
る
と
教

示
さ
れ
た
こ
と
が
過
去
に

あ
っ
た
。
そ
こ
で
過
去
５
年

間
の
介
護
保
険
事
業
運
営
基

金
額
の
推
移
を
問
う
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
か

ら
余
剰
金
が
生
じ
、
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。（
左
表
の
と

お
り
）

問
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

未
利
用
者
の
措
置
制

度
に
つ
い
て
、
介
護
認
定
者

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

一
方
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

行
政
が
推
進
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
生
涯
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
全
く
利
用
し
な
い
人

の
増
加
も
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
社
会
保
障
制
度

を
比
べ
て
み
る
と
、
国
民
年

金
は
、
20
歳
か
ら
保
険
料
を

40
年
間
納
付
し
た
場
合
、
累

計
額
は
約
８
０
０
万
円
と

な
る
が
、
被
保
険
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
遺
族
年

金
制
度
に
よ
り
年
金
の
受
給

権
を
補
完
し
て
い
る
。　
　

　
と
こ
ろ
が
、
介
護
保
険
料

は
40
歳
か
ら
保
険
料
を
平
均

寿
命
ま
で
納
付
し
た
場
合
、

約
６
０
０
万
円
、
保
険
料
が

高
い
市
の
住
民
で
あ
れ
ば
約

７
５
０
万
円
と
な
り
、
今
後
、

さ
ら
に
保
険
料
が
増
額
と

な
っ
た
場
合
や
平
均
寿
命
以

上
に
長
生
き
し
た
場
合
、
生

涯
保
険
料
総
額
が
、
ほ
ぼ
年

金
保
険
料
の
納
付
総
額
と
同

等
と
な
る
。

　
し
か
し
、
現
在
、
生
涯
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
全
く
利

用
し
な
い
高
齢
者
に
対
し

て
、
何
ら
措
置
制
度
が
な
い
。

こ
れ
で
は
、
介
護
保
険
制
度

は
社
会
保
障
制
度
の
中
で
、

バ
ラ
ン
ス
が
最
も
悪
い
制
度

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
な
か
っ
た
高
齢
者
に
対

す
る
措
置
制
度
の
研
究
、
検

討
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

市
単
独
で
は
実
施
で
き
な

い
国
レ
ベ
ル
の
問
題
と
捉
え

て
い
る
。
介
護
保
険
制
度
は
、

高
齢
者
の
将
来
に
わ
た
る
生

活
の
質
を
高
度
に
維
持
す
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
公
の

制
度
で
あ
る
。
引
き
続
き
、

本
制
度
を
存
続
さ
せ
る
た
め

の
施
策
を
国
・
県
・
市
な
ど

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
研

究
し
て
い
き
た
い
。

問
昨
年
、
市
役
所
に
出

向
い
て
来
ら
れ
な
い

高
齢
者
等
に
対
し
て
、
行
政

の
マ
ン
パ
ワ
ー
だ
け
で
は
足

り
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
、

総
務
省
か
ら「
業
務
委
託
に

よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
代

理
交
付
の
実
施
に
つ
い
て
」

の
案
内
が
あ
っ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
、
業
務
委

託
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
お

よ
び
代
理
交
付
の
実
施
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　

本
年
度
、
予
算
措
置
を
行

い
、
体
制
の
整
備
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
今
後
は
、

更
新
件
数
の
急
増
が
見
込
ま

れ
る
令
和
７
年
度
以
降
を
目

途
に
、
申
請
業
務
全
般
に
つ

い
て
の
業
務
委
託
を
含
め
、

さ
ら
に
多
方
面
か
ら
効
果
的

な
手
法
を
研
究
し
た
い
。

金
澤　
　
功　
議
員

（答弁）新型コロナウイルス感染症の影響から
         余剰金が生じ、大幅に増加している

答
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と

研
究
し
て
い
き
た
い
。

現在、基金は約５億3,674万円と高額に積
み上がっています。通常、３年間で２億円
あれば十分と言われていますが、その2.5倍
以上と異常な金額となっています。今回の
介護保険料の額は、本当に適切な議論のも
と決定されたのでしょうか。非常に疑問に
感じてしまうのは、私だけでしょうか。基
金をただ単に積み上げるのではなく、介護
サービスを全く受けることなく死亡された
被保険者の遺族の方に、市単独事業でも良
いから、少しでも納めた保険料をお返しす
ることが常識ではないかと私は考えます。

かなざわ議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ

   介護保険事業運営基金

過去５年間の推移は？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

答
予
算
措
置
を
行
い
、
体
制

の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

介護保険事業運営基金の推移
年　度 金　額
令和元年度 約2億2,696万円

令和２年度 約2億7,991万円

令和３年度 約3億6,483万円

令和４年度 約4億4,588万円

令和５年度 約5億3,674万円
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問
昨
年
、
市
役
所
に
出

向
い
て
来
ら
れ
な
い

高
齢
者
等
に
対
し
て
、
行
政

の
マ
ン
パ
ワ
ー
だ
け
で
は
足

り
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
、

総
務
省
か
ら「
業
務
委
託
に

よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
代

理
交
付
の
実
施
に
つ
い
て
」

の
案
内
が
あ
っ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
、
業
務
委

託
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
お

よ
び
代
理
交
付
の
実
施
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　

本
年
度
、
予
算
措
置
を
行

い
、
体
制
の
整
備
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
今
後
は
、

更
新
件
数
の
急
増
が
見
込
ま

れ
る
令
和
７
年
度
以
降
を
目

途
に
、
申
請
業
務
全
般
に
つ

い
て
の
業
務
委
託
を
含
め
、

さ
ら
に
多
方
面
か
ら
効
果
的

な
手
法
を
研
究
し
た
い
。

問
伊
予
市
の
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
市
民
の
が
ん

患
者
や
そ
の
家
族
の
方
か
ら

相
談
が
あ
っ
た
ら
、
中
予
管

内
の
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
に
つ
な
い
で

〝
終
了
〟で
い
い
の
か
。

　
松
山
市
で
は
、
ウ
ィ
ッ
グ

（
か
つ
ら
）・
乳
房
補
正
具
等

の
購
入
費
助
成
を
開
始
し
た

よ
う
で
あ
る
。
が
ん
患
者
が

社
会
復
帰
し
た
と
き
に
、
少

し
で
も
心
が
軽
く
、
就
労
・

就
学
で
き
る
伊
予
市
、
が
ん

に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
伊
予
市

に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
２

点
問
う
。

①
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
へ
の

補
助
を
。

②
が
ん
患
者
の
居
場
所
づ
く

り
と
し
て
、
サ
ロ
ン
や
相
談

窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　

ま
た
、
四
国
が
ん
セ
ン

タ
ー
の
隣
に
あ
る
患
者
・
家

族
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
暖

だ
ん
」
に
出
前
相
談
や
サ
ロ

ン
を
お
願
い
し
て
は
。

答
①
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ

ア
は
、
が
ん
治
療
と

社
会
生
活
の
両
立
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

県
内
の
一
部
の
自
治
体
で
は

独
自
に
補
助
制
度
を
設
け
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

国
に
お
い
て
も
必
要
性
を
認

識
し
、
今
後
検
討
が
重
ね
ら

れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る

た
め
、
本
市
に
お
け
る
補
助

制
度
導
入
で
は
、
国
、
県
、

医
療
機
関
や
他
自
治
体
の
動

向
を
見
極
め
た
い
。

②
市
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
保
健

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、
部
局

の
責
任
者
な
ど
に
医
師
資
格

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
現

在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
在
籍

す
る
、
保
健
師
や
栄
養
士
を

は
じ
め
様
々
な
専
門
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
仮
に
相
談

窓
口
を
開
設
し
た
場
合
、〝
が

ん
〟や〝
が
ん
治
療
〟に
関
す

る
相
談
者
の
質
問
に
対
し
、

相
談
者
が
期
待
す
る
医
学
的

見
地
を
踏
ま
え
た
回
答
は
困

難
で
あ
る
。

　
暖
だ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
出

前
講
座
や
サ
ロ
ン
の
依
頼
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
本
市
保
健

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る

研
修
講
座
な
ど
が
開
催
で
き

る
か
、
他
市
町
の
事
例
を
含

め
実
現
に
向
け
研
究
し
た
い
。

問
ず
っ
と
訴
え
続
け
て

き
た
五
色
姫
海
浜
公

園
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
、

令
和
６
年
３
月
に
や
っ
と
か

な
っ
た
。
さ
ら
に
も
う
一
歩
、

快
適
な
ト
イ
レ
に
な
れ
ば
と

の
思
い
か
ら
３
点
問
う
。

①
下
灘
駅
の
ト
イ
レ
の
臭
い

が
気
に
な
る
。
せ
っ
か
く
の

駅
が
台
無
し
で
あ
る
た
め
、

何
か
策
を
。

②
五
色
姫
海
浜
公
園
の
ト
イ

レ
に
向
か
う
動
線
上
に
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
入
れ
が
あ
る
が
、

置
き
場
所
を
考
え
て
は
。

③
さ
ざ
な
み
公
園
は
、
利
用

者
の
多
い
公
園
で
あ
る
た
め
、

洋
式
ト
イ
レ
に
改
修
を
。

①
駅
の
ト
イ
レ
は
列
車
の
乗

降
人
数
な
ど
を
考
慮
し
て
、

便
器
数
や
浄
化
槽
の
人
槽
を

決
定
し
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
や
観

光
客
が
多
い
時
期
に
は
、
通
常

以
上
の
使
用
頻
度
と
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
ト
イ

レ
の
臭
気
問
題
が
発
生
し
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。
利
用
者
が

多
い
時
期
に
は
、
１
日
に
２
回

清
掃
を
実
施
す
る
な
ど
の
対

応
を
委
託
先
と
協
議
し
た
い
。

②
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
入
れ
は
、

煙
や
臭
い
で
不
快
な
方
も
い

る
た
め
、
動
線
と
な
ら
な
い
場

所
に
、
す
で
に
移
動
さ
せ
た
。

③
各
家
庭
に
お
け
る
洋
式
ト

イ
レ
の
普
及
状
況
や
高
齢
者

が
使
用
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

洋
式
化
に
向
け
検
討
し
て
い

き
た
い
。

川
口　
和
代　
議
員

（答弁）国、県、医療機関や他自治体の
         動向を見極めたい

録画映像
はコチラ

公
共
ト
イ
レ
を
も
う
一
歩

答
①
委
託
先
と
協
議
し
た
い
。

がん患者支援の充実
アピアランスケアへの補助を！

　　　（がん患者の見た目ケア）

さざなみ公園のトイレ

稼げる伊予市にと
いうことで、「関東
ふるさと伊予市」
の会の充実や「企
業 版 ふ る さ と 納
税」のアピール強
化も訴え
ました。

かわぐち議員の「もう一言！」
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問
本
年
１
月
１
日
に
発

生
し
た
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
は
、
北
陸
に
大

き
な
爪
痕
を
残
し
た
。
１
日

も
早
い
復
興
を
心
か
ら
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
教

訓
を
後
世
に
伝
え
、
未
来
の

防
災
に
つ
な
げ
る
必
要
性
を

痛
感
し
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
発

生
後
し
ば
ら
く
各
地
の
避
難

所
に
お
い
て
、
水
、
食
料
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
毛

布
な
ど
食
料
や
物
資
に
つ
い

て
支
援
を
求
め
る
声
が
相
次

い
で
い
た
。
支
援
物
資
が
届

く
ま
で
の
間
、
日
用
品
な
ど

防
災
物
資
の
備
蓄
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め

て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。　

　
ま
た
、
防
災
に
は
、
災
害

の
未
然
防
止
に
加
え
、「
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け

る
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
災

害
の
復
旧
を
図
る
」
と
い
う

定
義
も
あ
る
が
、
防
災
備
蓄

品
は
、
避
難
者
の
活
動
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
、
体
力・

気
力
を
維
持
す
る
上
で
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
直
近
の
防

災
備
蓄
品
の
内
容
や
数
量
、

保
管
場
所
、
人
口
に
対
す
る

食
料
備
蓄
量
の
割
合
は
。

答
備
蓄
食
料
で
は
、
ア

ル
フ
ァ
化
米
等
の
主

食
類
を
８
２
１
２
食
、
レ
ト

ル
ト
食
品
等
の
副
食
類
を

９
４
０
４
食
、
飲
料
水
は

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
５
７
１
９
本
備

蓄
し
て
い
る
。

　

日
用
品
は
、
簡
易
ト
イ

レ
３
９
２
基
、
携
帯
ト
イ
レ

１
万
７
４
３
０
個
、ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
４
８
０
ロ
ー
ル
、

毛
布
１
９
０
５
枚
、
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
２
４
２
３
枚
、
子
ど

も
用
紙
お
む
つ
９
５
２
枚
、

大
人
用
紙
お
む
つ
４
４
４
枚
、

生
理
用
品
１
０
８
２
枚
を
備

蓄
し
て
い
る
。　
　

　

保
管
場
所
に
つ
い
て
は
、

米
湊
防
災
備
蓄
倉
庫
や
給
食

セ
ン
タ
ー
、
中
山
・
双
海
両

地
域
事
務
所
、
指
定
避
難
所

で
あ
る
。

　
食
料
に
つ
い
て
、
市
民
に
対

す
る
備
蓄
量
の
割
合
は
、
本

年
４
月
末
時
点
の
本
市
の
人

口
は
３
万
５
３
６
７
人
で
、
発

災
後
３
日
目
ま
で
の
公
助
に

よ
る
備
蓄
は
約
４
％
で
あ
る
。

問
防
災
倉
庫
内
の
備
蓄

品
に
つ
い
て
ど
こ
に

何
が
あ
る
か
分
か
る
よ
う
に

整
理
し
た
り
す
る
な
ど
レ
イ

ア
ウ
ト
の
工
夫
は
。

　

防
災
倉
庫
内
の
棚
に
整
理

番
号
を
振
っ
て
お
り
、
食
料

は
保
存
年
限
ご
と
に
、
日
用

品
等
は
種
類
ご
と
に
整
理
し

て
い
る
。
全
て
の
備
蓄
物
資

は
管
理
デ
ー
タ
に
記
載
さ
れ

て
い
る
整
理
番
号
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
ど
の
防
災
倉
庫

に
ど
の
よ
う
な
物
資
が
保
管

さ
れ
て
い
る
か
判
別
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

問
道
の
駅
な
か
や
ま

は
、
中
山
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
最

も
近
い
観
光
施
設
で
あ
り
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
道
の
駅
な
か
や
ま
に
お

け
る
大
き
な
魅
力
の
１
つ
に

「
そ
ば
処
こ
ね
こ
ね
亭
」が
あ

る
。
蕎
麦
に
は
抗
酸
化
作
用

が
高
い
栄
養
価
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
最
近

は
若
年
層
に
も
フ
ァ
ン
が
広

が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

ピ
ー
ク
時
に
客
席
数
が
少

な
い
た
め
、
待
ち
時
間
が
発

生
し
飲
食
を
諦あ

き
らめ
る
顧
客
が

い
る
。
今
後
は
屋
根
の
改
修

工
事
に
合
わ
せ
、
店
舗
内
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
、
客

席
数
の
増
加
や
蕎
麦
打
ち
体

験
が
し
た
く
な
る
仕
組
み
を

取
り
入
れ
、
利
用
客
、
売
上

の
増
加
を
図
る
。

向
井　
哲
哉　
議
員

（答弁）発災後３日目までの公助に
　　　よる備蓄は約４％である

録画映像
はコチラ

答
店
舗
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更

し
、
客
席
数
の
増
加
を
図
る
。

答
棚
に
整
理
番
号
を
振
っ

て
整
理
し
て
い
る
。

防災備蓄品について

人口に対する食料備蓄量の割合は？

地
域
活
性
化
対
策

防災倉庫内の備蓄品
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問
３
月
に
茨
城
県
境
町

に
視
察
に
行
っ
た
際
、

そ
の
教
育
環
境
に
度
肝
を
抜

か
れ
た
。
境
町
に
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語

指
導
助
手
）が
24
人
、
平
均
１

校
3.4
人
、
全
国
平
均
の
0.8
人

と
比
べ
て
ず
ば
抜
け
て
い
た
。

理
由
は
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
講

師
の
ほ
う
が
予
算
が
少
な
く

す
む
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
英
検
も
小
学
生
、
中
学
生

が
無
料
で
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
、
中
学
生
の
英
検
３
級

保
有
率
は
44
・
７
％
、
全
国

平
均
の
倍
近
く
だ
っ
た
。

　
全
て
の
学
校
に
複
数
人
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
い
る
た
め
、
授
業

以
外
の
時
間
に
も
英
語
に
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
一
日
英

語
漬
け
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
＆
キ
ャ
ン

プ
な
ど
、「
英
語
移
住
し
ま
せ

ん
か
？
」の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

で
移
住
者
も
増
え
て
き
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
少
子
化
の
今
、
多
く
の
子

育
て
世
代
は
教
育
に
お
金
を

か
け
て
い
る
。
子
ど
も
に
教

育
費
を
充
て
る
の
は
、
未
来

へ
の
投
資
で
あ
る
。
３
万
人

が
住
み
続
け
ら
れ
る
伊
予
市

を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
選

ば
れ
る
伊
予
市
へ
、
地
元
に

残
る
伊
予
市
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
未
来
へ
の
投
資
、

世
界
を
か
け
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
や
し
、

日
々
英
語
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
本
市
で
は
現
在
、
国

と
一
般
財
団
法
人
自

治
体
国
際
化
協
会
が
協
力
し

て
実
施
し
て
い
る
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度（
外
国
青

年
招
致
事
業
）
を
利
用
し
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
市
内
小
中
学
校
に

６
人
配
置
し
て
い
る
。　

　

本
市
で
は
、
英
語
の
授
業

は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

に
英
語
や
海
外
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、

英
語
の
学
力
向
上
に
取
り
組

む
よ
う
、
各
小
中
学
校
に
伝

え
て
い
る
。

　

現
在
、
着
任
し
て
い
る
Ａ

Ｌ
Ｔ
か
ら
も「
も
っ
と
子
ど
も

た
ち
と
関
わ
り
た
い
」、「
地

域
行
事
に
も
参
加
し
て
み
た

い
」
な
ど
、
積
極
的
で
前
向

き
な
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
様
々
な
本

市
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
、
校
外

に
お
け
る
子
ど
も
や
地
域
住

民
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や

す
こ
と
で
、
日
常
的
に
英
語

に
触
れ
る
場
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
制
度
を
活
用
し
た
場
合

は
、
普
通
交
付
税
に
よ
る
財

政
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
今
後
、
学
校
や

児
童
生
徒
の
声
も
考
慮
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
増
員

の
検
討
を
し
た
い
。

問
日
本
の
子
宮
頸
が
ん

罹り

患か
ん

数
は
約
１
万

人
、
死
亡
数
は
約
３
０
０
０

人
に
上
る
。母
親
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
家
庭
の
ダ

メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
３
万
人
が
住
み
続
け
ら
れ

る
伊
予
市
の
た
め
に
は
、
女

性
を
、
母
親
世
代
を
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
強
く
感

じ
て
い
る
。
子
宮
頸
が
ん
検

診
に
最
新
で
精
度
が
高
い
Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
査
を
導
入
し
て
は
。

　

本
市
に
お
け
る
子
宮
頸
が

ん
検
診
は
、
現
在
20
歳
以
上

の
女
性
を
対
象
と
し
て
２
年

に
１
回
、
細
胞
診
を
実
施
し

て
い
る
が
、
各
自
治
体
で
は

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
に
よ
る

検
診
の
導
入
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
手
法
の
実
務

上
の
課
題
と
し
て
、
従
来
の

検
査
方
法
を
大
き
く
上
回
る

精
度
管
理
上
の
複
雑
さ
が
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
現
在
、

実
務
レ
ベ
ル
の
検
討
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

大
野　
鎮
司　
議
員

（答弁）必要に応じて増員の
         検討をしたい

答
現
在
、
実
務
レ
ベ
ル
の
検

討
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

HPV検査には以下のメリットが
あります。
①子宮頸がんの早期発見・早期
治療につながる。
②現在の細胞診検診間隔は２年
ごとであるが、ＨＰＶ検査単独
法では５年ごととなり、受診行
動の負担が軽減。
③液状検体法であれば、「ＨＰＶ
検査陽性」となった場合でも、検
査のために再度受診する必要が
   ない。

おおの議員の「もう一言！」

 ３万人が住み続けられる伊予市へ（特色ある教育環境編）

ALTを増員しては？
録画映像
はコチラ

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
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問
市
の
施
設
や
地
域
事

務
所
を
訪
問
す
る
際

に
、
公
用
車
の
老
朽
化
が
目

に
付
い
て
き
た
。

　

市
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
６
年
３
月
末
時
点
で
の

市
所
有
の
公
用
車
は
、
全
部

で
81
台
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

製
造
か
ら
20
年
以
上
経
過
し

て
い
る
車
両
は
18
台（
全
体

の
約
22
％
）、
そ
の
う
ち
８

台
は
25
年
以
上
経
過
し
て
い

る
。
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
車
両
は
48
台（
全
体
の
約

59
％
）
に
も
上
る
。
走
行
距

離
も
10
万
キ
ロ
以
上
の
車
両

が
28
台（
全
体
の
約
35
％
）、

20
万
キ
ロ
以
上
の
車
両
も
３

台
で
あ
る
。

　
私
は
自
動
車
整
備
販
売
業

界
に
40
年
近
く
携
わ
っ
て
お

り
、
近
年
の
日
本
車
は
耐
久

性
が
高
い
と
は
い
え
、
25
年

以
上
経
過
し
た
車
両
を
公
務

で
使
用
す
る
の
は
、
い
く
ら

整
備
を
施
し
て
も
故
障
の
リ

ス
ク
が
高
い
と
考
え
る
。

　
庁
内
で
の
カ
ー
シ
ェ
ア
を

強
く
推
進
し
、
計
画
的
に
利

用
す
れ
ば
、
４
分
の
１
程
度

の
公
用
車
の
削
減
が
可
能
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
令
和
４
年
度
と
５
年
度
の

２
年
間
の
自
動
車
税
、
車
検

代
、
保
険
代
の
年
度
ご
と
お

よ
び
合
計
金
額
と
市
の
公
用

車
削
減
に
対
す
る
考
え
は
。

答
令
和
４
年
度
お
よ
び

５
年
度
の
維
持
経
費

と
し
て
、
車
検
代
は
、
４
年

度
が
約
４
１
４
万
円
、
５
年

度
が
約
３
７
３
万
円
の
合
計

約
７
８
７
万
円
で
あ
り
、
こ

れ
に
は
、
修
繕
費
用
に
加
え
、

印
紙
代
・
重
量
税
・
自
賠
責

保
険
の
法
定
費
用
を
含
ん
で

い
る
。
任
意
保
険
代
は
、
４

年
度
が
約
１
２
５
万
円
、
５

年
度
が
約
１
３
２
万
円
の
合

計
約
２
５
７
万
円
で
あ
る
。

　

な
お
、
自
動
車
税
は
、
公

用
車
の
た
め
非
課
税
で
あ

る
。

　

公
用
車
の
削
減
に
つ
い
て

は
、
全
車
の
運
行
状
況
を
再

度
確
認
す
る
と
と
も
に
配
置

見
直
し
等
を
行
い
、
必
要
台

数
を
想
定
し
た
上
で
、
車
両

入
替
基
準
を
策
定
し
、
削
減

に
努
め
た
い
。

問
令
和
５
年
11
月
に
愛

媛
県
の
動
物
愛
護
管

理
推
進
計
画
が
前
倒
し
と
な

り
、
令
和
12
年
度
の
犬
猫
殺

処
分
数
の
目
標
が
大
幅
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
と
い
う
報
告

が
あ
っ
た
。

　
県
は
、
令
和
12
年
度
に
お

け
る
目
標
数
値
を
犬
２
７
０

頭
・
猫
９
４
０
頭
と
定
め
て

い
た
が
、
令
和
３
年
度
が
犬

２
６
０
頭
、
猫
４
８
９
頭
、

令
和
４
年
度
が
犬
１
７
８

頭
、
猫
４
１
７
頭
と
目
標
を

達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た

な
目
標
数
値
と
し
て
、
令
和

４
年
度
比
約
50
％
に
見
直
す

こ
と
と
し
た
。

　
こ
れ
は
、
殺
処
分
数
が
激

減
し
て
い
る
と
い
う
大
変
喜
ば

し
い
傾
向
で
あ
り
、
関
係
者
の

皆
様
の
努
力
の
賜た

ま
も
の物
で
あ
る
。

　
今
後
も
行
政
と
し
て
動
物

愛
護
へ
の
機
運
を
さ
ら
に
高

め
、
市
か
ら
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
へ
の
送
致
ゼ
ロ
を
目
指

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
市
の
取
り
組
み
は
。

　

平
成
28
年
度
と
比
較
す
る

と
現
在
は
約
70
％
送
致
数
が

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
市

民
の
ご
協
力
や
本
市
が
継
続

し
て
行
っ
て
い
る
不
妊
去
勢

手
術
へ
の
助
成
が
効
果
的
で

あ
っ
た
た
め
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
近
年
、
動
物

愛
護
意
識
の
高
ま
り
と
と
も

に
、
年
度
途
中
で
予
定
件
数

に
達
し
て
し
ま
う
な
ど
、
助

成
が
需
要
に
追
い
付
か
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
安
定
的
な
事
業
推

進
や
補
助
内
容
の
拡
充
を
目

指
し
、
本
年
７
月
か
ら
90
日

間
、
目
標
額
を
１
０
０
万
円

に
設
定
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

実
施
す
る
。

（
※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
）自
治
体
が
行
う
寄
付
制
度
の
こ
と

平
岡　
清
樹　
議
員

（答弁）配置見直し等を行い、
　　　削減に努めたい

答
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ（
※
）を
実
施
す
る
。

使用頻度の低い市長
車リーフ（ＥＶ車）の
有効活用について、
ゼロカーボンシティ
を目指す市の姿勢を
示す機会として、出
張の際などに全ての
市職員が使用できる
よう提案し、承諾を
いただきました。

ひらおか議員の「もう一言！」

公用車の適正利用への提案

カーシェアにより削減に努めては？
録画映像
はコチラ

動
物
愛
護
の
さ
ら
な
る
推
進
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皆
様
の
努
力
の
賜た

ま
も
の物

で
あ
る
。

　
今
後
も
行
政
と
し
て
動
物

愛
護
へ
の
機
運
を
さ
ら
に
高

め
、
市
か
ら
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
へ
の
送
致
ゼ
ロ
を
目
指

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
市
の
取
り
組
み
は
。

　

平
成
28
年
度
と
比
較
す
る

と
現
在
は
約
70
％
送
致
数
が

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
市

民
の
ご
協
力
や
本
市
が
継
続

し
て
行
っ
て
い
る
不
妊
去
勢

手
術
へ
の
助
成
が
効
果
的
で

あ
っ
た
た
め
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
近
年
、
動
物

愛
護
意
識
の
高
ま
り
と
と
も

に
、
年
度
途
中
で
予
定
件
数

に
達
し
て
し
ま
う
な
ど
、
助

成
が
需
要
に
追
い
付
か
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
安
定
的
な
事
業
推

進
や
補
助
内
容
の
拡
充
を
目

指
し
、
本
年
７
月
か
ら
90
日

間
、
目
標
額
を
１
０
０
万
円

に
設
定
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

実
施
す
る
。

（
※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
）自
治
体
が
行
う
寄
付
制
度
の
こ
と

○
政
務
活
動
費
と
は
？

　
地
方
自
治
法
お
よ
び
市
の
条

例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査
研

究
そ
の
他
の
活
動
に
役
立
て
る

た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と

し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
本

市
は
、
１
人
当
た
り
年
額
12
万

円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
は
、
主
に
調
査

研
究
費
、
広
報
費
、
資
料
購
入

費
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議
員
個

人
の
収
支
報
告
書
と
領
収
書
な

ど
の
関
係
書
類
を
公
開
し
て
い

ま
す
。

○
県
内
11
市
の
交
付
額
は
？

政務活動費政務活動費を公開します！を公開します！
令和５年度（令和５年４月～令和６年３月）における議員の政務活動費の支出内訳を公開します

令和５年度 伊予市議会

市ホームページも
ご覧ください！

［令和６年４月現在］
市 交付対象 交付額（年額）

松 山 市 議　員 1,224,000円
今 治 市 会派/議員 360,000円
四国中央市 議　員 240,000円
宇 和 島 市 会派/議員 240,000円
新 居 浜 市 会　派 216,000円
西 条 市 会派/議員 180,000円
東 温 市 議　員 180,000円
八 幡 浜 市 会派/議員 180,000円
西 予 市 会派/議員 120,000円
伊 予 市 議　員 120,000円
大洲市は、交付なし。

議
席
番
号

氏　　名 交付額
A

執行額
B

差引額
A-B 戻入額※

支　出　科　目

調査
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請陳情

活動費 会議費 資料
作成費

資料
購入費 人件費 事務所費

1 田中慎之介 120,000 122,011 △2,011 0 14,400 81,651 25,960

2 金澤　功 120,000 83,251 36,749 36,749 39,626 33,725 9,900

3 正岡　満 120,000 126,953 △6,953 0 39,626 33,725 17,000 3,986 32,616

4 森川建司 120,000 121,155 △1,155 0 39,630 36,725 44,800

5 吉久俊介 120,000 17,400 102,600 102,600 14,400 3,000

6 川口和代 120,000 157,945 △37,945 0 137,400 3,000 17,545

7 向井哲哉 120,000 17,400 102,600 102,600 14,400 3,000

8 平岡清樹 120,000 103,381 16,619 16,619 14,400 88,981

9 大野鎮司 120,000 123,403 △3,403 0 104,290 3,717 15,396

10 高田浩司 120,000 120,615 △615 0 39,626 39,725 41,264

11 門田裕一 120,000 120,560 △560 0 104,190 7,410 8,960

12 北橋豊作 120,000 111,321 8,679 8,679 14,400 3,000 6,105 87,816

13 日野猛仁 120,000 55,240 64,760 64,760 14,400 3,000 26,400 11,440

14 谷本勝俊 120,000 92,703 27,297 27,297 39,626 36,725 16,352

15 佐川秋夫 120,000 17,400 102,600 102,600 14,400 3,000

16 武智　実 120,000 14,400 105,600 105,600 14,400

17 田中　弘 120,000 199,271 △79,271 0 39,546 33,725 126,000

合計17名 2,040,000 567,504 698,760 232,350 258,461 0 0 0 102,789 312,049 0 0
※交付額よりも支出額の多い議員は、戻入額を０と表記

令和５年度　政務活動費収支一覧表 （単位：円）
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10人

今後は、議員報酬、政務活動
費、議長任期（現在 1 年）、
常任委員会の数（現在 3 委
員会）についても議論してい
く予定です。来期の議員定数は１人減の  16人に決定！

議員定数の推移
期　別 任　　期 議員定数
第１期 平成17年〜平成21年 22人
第２期 平成21年〜平成25年 21人
第３期 平成25年〜平成29年 20人
第４期 平成29年〜令和 3年 19人
第５期 令和 3年〜令和 7年 17人
第６期 令和 7年〜令和11年 16人

大野鎮司委員長

１人減員
（17人→16人）

人口減少は厳しく、物価の上昇、国民
健康保険税等の増額により市民の負担
が増している。議会費の削減も必要で
ある。他市の状況を踏まえると１人減
が妥当である。

県内他市の状況や人口規模、面積等を
勘案すると１人減が妥当である。二元
代表制である以上、議会が市制に果た
す役割はますます高まっており、議員
の資質向上が求められる。

合併後、毎期ごとの議員定数削
減は、市民の意見の反映や若い
方、女性が立候補するのが困難
になると思う。１人減に決まっ
たのは非常に残念である。

毎回減らしてきたが、今回
の定数が議会の適正規模で
あると考える。議会の活性
化を図るためにも1人減が
妥当である。

人口減少がますます問題化
する中、身をていして自分
の住む自治体の活性化に向
け、頑張って働きたいと思
う人が減ってしまうと、住
民の声が議会に届かなく
なってしまう。

市民の声を聞いて届けるた
めには、市民2,000人に対
して議員１人という基準で
考えており、現状維持を希
望していた。減員すること
に決まってしまったため、
最小減の１人減とした。

住民アンケート結果を尊重し、
現状維持で手を挙げていた。減
数を望む声には議員の仕事ぶり
に対する不満が多く、減員によ
り解決されるものではなく、別
の問題として深刻に捉えている。

議員報酬の増を目的とした
定数減に１票を投じた。現
在の議員の手取りは約24
万円である。これでは、イ
ンフレ、物価高に向かう日
本で有能な議員が誕生する
ことはないと考える。

現状維持を希望していた。
今まで人数を減らしてきた
が、現状を見てみると、全
体の意見の集約をするため
には、ある程度の人数が必
要である。

同規模程度の市・町を基に
勘案し、今後も人口減少が
想定される中、１人削減は
妥当である。同時に議員の
なり手不足も懸念されてお
り、現状の議会の予算内で
の報酬増も議論が必要であ
る。

たなか（弘）議員

きたはし議員
たかた議員

まさおか議員

かわぐち議員
たなか（慎）議員

ひらおか議員

ひの議員

たけち議員
たにもと議員
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５人

議会改革特別委員会報告議会改革特別委員会報告

来期の議員定数は１人減の  16人に決定！
　来期の議員定数（令和７年４月24日から適用）について、議会報告会（令和６年１月～２月開催）で聞いた
市民からの意見を参考にしながら、議会改革特別委員会（議長を除く16人）で慎重に協議を重ねた結果、『１
人減：16人』に決定しました。〔６月７日に決定し、６月議会最終日（６月27日）で可決〕
　今回は、委員会において議論した議員定数に関する各議員の意見を抜粋し、お知らせします。　
※議会改革特別委員会は議長以外で構成されるため、門田裕一議長は採決に参加することはできません。
※議会改革特別委員会の委員長のため、大野鎮司議員は採決に参加することはできません。

　議会改革特別委員会（議長を除く16人）で慎重に協議した結果、意見の多かった『減員』と『現状維持』との
多数決の結果、９対６となり、『減員』することに決定しました。

減員（９人） 現状維持（６人） 増員（０人）

２人減員
（17人→15人）

今回、２人減とすることで、
今後10年以上は定数につ
いて検討しなくてもよいの
ではと考える。

伊予市の場合は、平地だけ
ではなく、山も海もあり、
土地的に広い。人口2,000
人に対して議員１人が適切
だと思うので、人口が３万
人を切るまでは15人でい
いと考える。

４年前15人を提案した。
当時のアンケート（南伊予
地区）で半数が16人以下
を望んでいた。人口は年々
減ってきており、伊予市
と同等程度の規模の東温
市と同じ15人の定数に住
民の理解があると考える。

市町合併後、毎回選挙に
て定数を減らしてきた経
緯があり、次回選挙で２
人減とした場合、しばら
く定数減の協議を行わな
くてよくなるため２人減
が妥当である。

選挙のたびに定数減の議
論をしている。一気に２
人減としたほうが合理的
であり、15人であれば、
本来の人口規模に見合う
と考えられる。

もりかわ議員

かなざわ議員 よしひさ議員

さがわ議員
むかい議員

令和６年６月５日　議会改革特別委員会

令和６年６月７日　議会改革特別委員会

森川建司議員　吉久俊介議員
向井哲哉議員　平岡清樹議員
北橋豊作議員　日野猛仁議員
佐川秋夫議員　武智　実議員
田中　弘議員

田中慎之介議員　金澤　功議員
正岡　満議員　　川口和代議員
高田浩司議員　　谷本勝俊議員



　
ほ
た
る
祭
り
や
下
灘
駅
の

夕
焼
け
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
コ

ン
サ
ー
ト
や
公
民
館
ま
つ
り

な
ど
、
地
域
で
の
演
奏
の
多

い
双
海
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

を
取
材
し
ま
し
た
。

★
３
年
生
部
員
の
３
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
！

●
部
に
入
っ
た
き
っ
か
け

は
？

（
武
田
）姉
の
影
響
で
入
部
し

ま
し
た
。

（
栗
坂
）音
楽
が
好
き
な
の
で

入
部
し
ま
し
た
。

（
本
多
）夏
祭
り
の
演
奏
を
聴

い
て
憧
れ
て
入
部
し
ま
し

た
。

●
部
活
の
目
標
は
？

（
本
多
）目
標
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
地
区
に
愛
さ

れ
る
こ
と
、
二
つ
目
は
仲
良

く
楽
し
く
演
奏
す
る
こ
と
で

す
。

●
練
習
で
日
々
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
？

（
武
田
）地
域
の
お
祭
り
や
演

奏
会
の
曲
を
練
習
し
て
い
ま

す
。
基
礎
練
習
と
合
奏
の
時

に
部
員
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
合
っ
て
上
達
し
て
い
ま
す
。

●
チ
ー
ム
の
良
い
と
こ
ろ

は
？

（
栗
坂
）
仲
が
良
く
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
合
奏
時
に
意
見

が
言
い
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

●
議
会
や
議
員
っ
て
知
っ
て

る
？

　
詳
し
い
こ
と
は
知
り
ま
せ

ん
が
、
地
域
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
話
し
合
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

きら
きら・部活

い～よい～よい～よ
第11回
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アンサンブルとして
非常にまとまってい
ると感じました。個々
のパートを大事にし
て、真剣に練習に取
り組んでいる様子が
伝わりました。

（６/24取材）

顧問の先生に各自
の好きな楽器を演
奏できるのか尋ね
ると、楽器のバラン
スや適性を考えな
がら、外部指導者と
決めると
そうです。

★
顧
問（
金
岡
先
生
）か
ら
一
言
！

　
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
活
動
で
き
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
！

部員14人（１年生４人・２年生７人・３年生３人）
活動日：平日の放課後４日・日曜日

双海中学校  双海中学校  吹奏楽部吹奏楽部

編集後記編集後記

かわぐち委員

よしひさ委員

　５月の臨時議会により新体制が決まり、６月議会から本格的に始動しました。
　私、図らずも、広報調査特別委員長を３年連続務めることとなりました。
　日本一分かりやすく、読みやすい誌面づくりに努めてまいりますので、楽しみにしていてください。

　議会広報調査特別委員会　〔委員長〕森川建司　〔副委員長〕田中慎之介
　　　　　　　　　　　　　〔委　員〕金澤　功　正岡　満　吉久俊介　川口和代 もりかわ委員長

３年生の３人（写真右から、武田
さん、栗坂部長、本多さん）

ユーフォニアム

サックス３人

フルート

クラリネット５人

バスクラリネット

チューバ

ホルン

トランペット


